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４
　
調
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担
当
者
　
宇
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敏
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中
村
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５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
下
町
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

黒
崎
城
跡
は
、
響
灘
か
ら
湾
入
し
た
洞
海
湾
の
南
辺
に
位
置
す
る
。
城
山

（標
高
六
〇
じ

の
南
側
裾
部
に
あ
た
り
、
標
高
○
―

一
ｍ
前
後
で
あ
る
。
縄

文
晩
期
、
弥
生
前
期
末
の
上
器

を
含
む
遺
物
包
含
層
が
堆
積
す

る
。
古
代
―
中
世
は
、
湿
地
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

慶
長
九
年

（
三
ハ
〇
四
）
の

黒
崎
城
の
築
城
と
と
も
に
城
下

倉

町
も
形
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え

小

ら
れ
る
。
そ
の
後
、
元
和
元
年

盆

工全

こ

に
、

一
国

一
城

令
に
よ
り
黒
崎
城
が
取
り
壊
さ
れ
、
寛
永

一
二
年

（
三
会
一五
）
の
が
勤
交
代

制
度
と
と
も
に
黒
崎
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
。
し
か
し
天
録

一
一
年

（
一
人
四

〇
）
の
大
火
に
よ
っ
て
宿
場
町
の
大
半
を
焼
失
し
た
。
そ
の
焼
失
後
の
後
片
付

け
の
際
に
宿
場
町
の
裏
の
水
田
に
大
量
の
廃
材
が
投
げ
込
ま
れ
た
よ
う
で
、
中

か
ら
墨
書
木
片
が
生
活
用
品
と
と
も
に
出
土
し
た
。

水
田
跡
は
、
東
西
幅
約

一
〇
ｍ
で
、
東
西
に
三
面
検
出
さ
れ
、
そ
の
中
に
大

量
の
廃
材
、
陶
磁
器
な
ど
が
堆
積
し
、
墨
書
、
焼
印
さ
れ
た
木
片
が
、
五
六
点

出
上
し
た
。
共
伴
し
た
陶
磁
器
か
ら

一
人
世
紀
後
半
頃
に
比
定
さ
れ
る
。
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０
は
曲
物
の
側
板
で
、
⑫
①
は
曲
物
の
底
板
。
い
の
曲
物
は
復
原
径

一
六

〇
鰤
。
④
は
本
回
に
竹
釘
の
抜
き
痕
が
あ
る
。
①
は
漆
塗
り
。
い
⑪
の
下
端
は

斜
角
に
切
ら
れ
る
。
い
は
右
辺
折
損
。
９
は
中
央
に
径
七
剛
の
孔
を
穿
つ
。
⑤

は
、
厚
手
の
板
材
。
上
端
中
央
に
径
三
剛
の
孔
を
穿
つ
。
０
は
羽
子
板
の
半
折

損
品
か
や
側
縁
に
二
段
の
湾
由
し
た
切
り
込
み
が
見
ら
れ
る
。
０
は
、
上
端
に
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一
辺
五
ｍｍ
の
方
形
の
孔
を
六
カ
所
穿
つ
。
表
面
に
は
焼
け
た
鉄
棒
で
こ
が
し
た

痕
が
見
ら
れ
る
。

Ｏ
⑮
的
⑬
④
は
、
カ
ン
ナ
の
削
居
か
。
①
は
下
端
が
薄
い
。
⑮
⑩
Ｏ
は
方
形
、

働
は
三
角
形
。

⑩
は
、
中
央
の
小
日
辺
に
平
行
し
て
台
形
状
の
彫
り
込
み
を
す
る
。
箱
の
蓋

の
様
な
も
の
か
。
⑪
は
、
右
辺
は
割
れ
、
左
側
は
鋸
歯
状
に
切
り
込
む
。
⑬
は

右
辺
割
れ
。
⑭
は
右
辺
割
れ
。
⑮
の
上
端
は
隅
丸
方
頭
形
を
呈
し
、
下
端
は
や

や
細
く
方
頭
形
を
呈
す
る
。
∽
は
上
端
は
円
弧
状
を
呈
し
、
下
端
は
方
頭
形
を

呈
す
る
。
曲
物
の
底
板
を
再
利
用
し
た
も
の
か
。
い
は
右
辺
は
割
れ
。
中
央
と

下
端
に
径
二
ｍｍ
の
孔
を
穿
つ
。
⑩
は
左
右
両
辺
割
れ
。
い
は
右
辺
割
れ
。
隅
角

部
に

一
辺
五
ｍｍ
の
方
形
の
孔
を
穿
つ
。
側
は
下
端
折
損
。
上
端
と
中
央
に
径

二
ｍｍ
の
孔
を
穿
つ
。
②
の
上
端
は
鋸
で
途
中
ま
で
切
断
後
、
切
り
折
る
。
下
端

は
折
れ
。

④
働
⑫
①
は
四
隅
を
面
取
り
し
、
両
面
に
焼
印
を
お
す
。
⑫
は
周
縁
を
カ
ン

ナ
で
九
く
仕
上
げ
て
い
る
。

∞
も
四
隅
切
り
で
面
取
り
し
、
周
縁
は
カ
ン
ナ
で
九
く
仕
上
げ
る
。
表
面
墨

書
き
で
、
裏
面
は
焼
印
を
お
す
。

的
は
左
辺
割
れ
。
側
は
下
端
折
れ
、
右
辺
割
れ
。
的
は
左
辺
割
れ
。
の
は
墨

書
後
鋸
で
切
断
。
的
は
中
央
左
辺
寄
り
に
径
二
ｍｍ
の
孔
を
穿
つ
。
①
は
左
右
両

辺
割
れ
。
①
は
上
下
端
を
鋸
で
切
断
。
片
面
に
焼
印
を
お
す
。
的
は
上
下
両
端

と
も
圭
頭
状
。
左
辺
割
れ
。
⑪
は
左
右
両
辺
割
れ
。
②
は
面
取
り
さ
れ
て
い
る
。

④
は
左
右
両
辺
割
れ
。
御
は
断
面
不
定
八
角
形
か
ら
長
方
形
の
中
空
の
材
。
表

面
に
焼
印
を
お
す
。
⑮
は
周
縁
に
七
個
釘
孔
が
あ
る
。
い
は
三
角
形
状
の
材
で
、

下
端
は
方
頭
、
右
辺
は
斜
め
に
切
る
。
左
辺
は
割
れ
。
０
は
左
右
両
辺
割
れ
。

一
部
焼
印
の
痕
跡
あ
り
。
④
は
左
辺
割
れ
。

⑬
⑩
は
四
隅
は
面
取
り
し
、
九
く
仕
上
げ
る
。
周
縁
に
竹
釘
痕
が
見
ら
れ
る
。

木
箱
の
底
板
か
。
⑬
は
右
辺
割
れ
。
ｍ
は
台
形
状
を
呈
し
、
上
下
両
端
は
斜
め

に
切
断
す
る
。
⑫
は
右
辺
は
割
れ
。
上
端
に
釘
孔
。

⑪
は
庖
丁
の
柄
部
。
木
口
に
墨
書
が
あ
る
。
⑭
ｌ
⑩
は
将
棋
の
駒
。
ｍ
は
長

方
形
。
⑮
⑭
は
上
端
は
圭
頭
、
下
端
は
方
頭
で
、
左
右
両
辺
は
内
方
へ
斜
角
を

も
つ
。

９
　
関
係
文
献

⑪
北
九
州
市
芸
術
文
化
振
興
財
団

『黒
崎
城
跡
四

（六
・
七
区
産

（北
九
州
市

埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
三
七
六
、
二
〇
〇
七
年
）

（宇
野
慣
敏
）
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